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（血液透析患者における眼科学的変化と心血管病の相関） 
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【目的】 
血液透析を受けている慢性腎臓病患者の網膜動脈硬化を評価し、網膜動脈の変化と、
動脈硬化および心血管病の既往歴との相関を調査することである。  
【対象および方法】  
44 人の慢性腎臓病で血液透析を受けている患者において、眼科検査 [眼圧、角膜厚、
および眼底検査(Scheie 分類)]を行い、動脈硬化性網膜症（Scheie 分類の S grade）と、
高血圧性網膜症 (Scheie 分類の H grade)それぞれに対して、動脈硬化 [pulse wave 
velocity (PWV)]や心血管病の既往歴との相関を t 検定、χ2 乗検定を用いて調査した。  
【結果】 
動脈硬化性網膜症（Scheie 分類の S grade）は、[grade0: 7 名, grade1: 18 名, grade2: 
14 名, grade3: 4 名, grade4: 1 名]であった。S grade と有意な相関を認めたものは、
動脈硬化（PWV）や心血管病の既往であった(それぞれ、p=0.001, p=0.045)。その他の
眼科的検査（眼圧、角膜厚、高血圧性網膜症[Scheie 分類の H grade]）は、動脈硬化
や心血管病の既往との間に相関を認めなかった。  
【考察】 
 血液透析中の慢性腎臓病患者における、網膜の動脈硬化と心血管病リスクの相関を評
価した報告はない。動脈硬化の非侵襲かつ直接的な検査として、眼底検査は有用であ
る。今回、Scheie 分類を用いたが、一般的に、高血圧性変化は高血圧の重度と並行し
て変化するが、動脈硬化の変化は、長期のまたは重度の高血圧に伴い、血管壁の形態
的な変化の結果として起こる。前者は後者に比べて、潜在的に、より可逆性がある。  
今回の研究で、動脈硬化性網膜症と心血管病との間に関連があることを示したが、高
血圧性網膜症との間に相関は認めなかった。この理由として、今回、RAS blocker で適
切に治療されていたためと推察される。  
【結論】 
本研究では、眼科的検査による網膜症分類（Scheie 分類の S grade）が、動脈硬化
や心血管病を予測する有用なツールかもしれないことを示した。  
